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　サケは、秋から冬にかけて卵から孵
ふ

化して春には川を下り、海で４年を過ご

し、また生まれた川に戻ってくると言われています。 

　「東郷湖・天神川サケの飼育放流プロジェクト」（中
なかまえ

前 雄
ゆういちろう

一郎代表）は、鳥取県

内の小学校などがメンバーになり、サケを卵から育て、春に放流することで、

生命の尊さや、自然を守る大切さを学ぶ取り組みを進めています。

　３月２２日（日）、河北中学校横の天神川河川敷で、河北小学校の児童などが

集まり、昨年１２月から学校や自宅で育てたサケの稚魚を放流しました。

　しばらくは、冷たく澄んだ川の水を確かめるように浅瀬を泳いでいたサケは、

やがて、流れに身を任せるようにして川の中へ旅立っていきました。

　子どもたちは、「行ってらっしゃい」「元気で帰ってきてね」と、長い間、川面

を見つめ、育てたサケを見送っていました。

No.1370

平成２１年４月号

大きくなってまた会おう！！
～天神川でサケの稚魚を放流～
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市
役
所
の
仕
事
は
、
政
策
を
確

実
に
市
民
の
手
元
に
届
け
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

国
レ
ベ
ル
で
あ
れ
だ
け
論
議
の

あ
っ
た
定
額
給
付
金
も
実
施
段
階

で
は
市
の
自
治
事
務
と
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
市
で
は
財

源
の
裏
づ
け
と
な
る
関
連
法
案
成

立
の
３
月
４
日
を
受
け
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
支
給
で
き
る
準
備
を

進
め
、
13
日
か
ら
全
世
帯
に
郵
送

に
よ
り
申
請
書
を
届
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

郵
便
の
中
に
口
座
振
込
み
を
希

望
す
る
場
合
は
、
そ
の
欄
に
番
号

を
記
入
い
た
だ
き
、
30
日
よ
り
順

次
振
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
、

ま
た
、
現
金
支
給
を
希
望
す
る
場

合
も
返
信
用
封
筒
で
送
っ
て
い
た

だ
く
方
法
を
用
い
ま
し
た
。

　

口
座
振
込
み
が
銀
行
を
通
し
て

行
う
た
め
、
ど
う
し
て
も
時
間
を

要
す
る
の
に
対
し
、
現
金
支
給
の

場
合
は
後
日
、
改
め
て
支
払
い
準

備
が
で
き
た
旨
の
通
知
を
送
付
す

る
と
い
う
基
本
線
は
崩
さ
ず
、
直

接
、
市
役
所
に
出
向
か
れ
た
場
合

は
出
来
る
だ
け
一
度
で
手
続
き
を

終
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
よ

う
と
、
対
応
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
長
く
待
っ
て
大
変

と
か
、
午
後
来
た
ら
打
ち
切
ら
れ

て
い
た
な
ど
の
声
が
報
道
で
伝
え

ら
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
と
て

も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
た
と
い

う
の
が
真
相
で
す
。

　

中
で
も
心
配
し
た
口
座
振
込
み

を
希
望
し
て
い
た
が
、
現
金
支
給

に
変
え
た
い
と
い
う
声
に
つ
い
て

も
、
市
役
所
に
出
向
い
て
い
た
だ

く
の
が
前
提
と
な
り
ま
す
と
お
話

す
る
と
納
得
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
市
役
所
に
長
蛇
の

列
と
な
っ
た
時
期
が
過
ぎ
、
代
わ
っ

て
返
信
封
筒
が
届
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
度
、
対
応
し
た
職

員
は
悲
鳴
を
越
し
て
唸
り
呻
い
た

と
い
う
の
が
実
感
で
す
が
、
市
民

感
覚
を
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
座
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

と
い
う
捉
え
方
が
先
に
立
っ
た
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
役
所
的
で
は
な

く
、
市
民
寄
り
の
判
断
を
も
っ
て
、

市
民
あ
っ
て
の
市
役
所
に
一
歩
も

二
歩
も
近
づ
い
た
対
応
で
あ
っ
た

と
評
価
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
指
定
ご
み（
護
美
）

袋
の
引
き
換
え
と
同
時
に
、
少
し

で
も
市
民
生
活
が
明
る
く
、
負
担

の
軽
い
も
の
と
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

総
合
政
策
室
秘
書
広
報

担
当（
あ
２
２―

８
１
６
０
／
い
２
２―

８
１
４
４
）

独
立
不
羈
（
ど
く
り
つ
ふ
き
）

倉
吉
市
長　

長
谷
川 

稔

定
額
給
付
金

子
育
て
応
援
特
別
手
当

ポ
イ
ン
ト

の

申
請
と
受
領
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申
請
の
ポ
イ
ン
ト

申
請
書
に
ハ
ン
コ（
押
印
）

を
忘
れ
ず
に
！

　

郵
送
さ
れ
た
申
請
書
に
、
押
印

が
な
い
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
場
合
、
も
う
一
度
、
返
送
し
、

押
印
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
郵
送
す
る
前
に
、
再
度
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
申
請
の
場
合
も
、
必
ず
、

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
書
類
と
通
帳（
口

座
振
込
の
場
合
）
の
写
し

（
コ
ピ
ー
）も
忘
れ
ず
に
！

※ 

代
理
人
が
申
請
を
行
う
場
合

は
、
世
帯
主（
委
任
者
）
と
代
理

人（
受
任
者
）
の
両
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す

【
郵
送
申
請
】
郵
送
さ
れ
た
申
請
書

に
、
世
帯
主
や
代
理
人
の
本
人
確

認
書
類
や
口
座
が
分
か
る
通
帳

（
口
座
振
込
の
場
合
）
の
写
し
が
付

い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

郵
送
す
る
前
に
、
添
付
書
類
を

再
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

書
類
が
足
ら
な
か
っ
た
場
合
、

そ
れ
ら
の
提
出
を
お
願
い
す
る
文

書
を
後
日
郵
送
し
ま
す（
１
〜
２

週
間
程
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。
示
さ
れ
た
書
類
を
、
同
封
し

て
い
る
返
信
用
封
筒
で
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
内

容
確
認
を
さ
せ
て
頂
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
窓
口
申
請
】
窓
口
申
請
で
は
、
本

人
確
認
書
類
や
通
帳
の
コ
ピ
ー
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▲

本
人
確
認
書
類
の
例

官
公
署
が
法
令
に
基
づ
き
発
行
し

た
書
類

・ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
運
転
免
許
証

・
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
外
国
人
登
録
証
明
書　

・
健
康
保
険
証

・
各
種
年
金
証
書　
　

な
ど

 

世
帯
が
異
な
る
代
理
人
申

請
は
、
関
係
書
類
が
必
要

で
す
！

　

親
子
や
兄
弟
で
あ
っ
て
も
、
世

帯
が
異
な
る
場
合
は
、
世
帯
主
と

代
理
人
の
血
縁
関
係
や
扶
養
関
係

が
分
か
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ど
う
し
て
本
人
確
認
書
類
が
必
要
な
の
？

　

な
り
す
ま
し
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
で
す
。
必
ず
添

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
し
て
通
帳
の
写
し
が
必
要
な
の
？

　

指
定
さ
れ
る
口
座
へ
の
振
込
み
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
で
す
。

　

記
入
さ
れ
た
口
座
番
号
の
誤
り
や
、
名
義
人
の
名
前

（
カ
タ
カ
ナ
）が
違
っ
て
い
て
も
、
コ
ピ
ー
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
確
認
で
き
ま
す
。

　

な
る
べ
く
早
く
、
皆
さ
ん
に
給
付
で
き
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
申
請
書
が
届
か
な
い
ん
だ
け
ど
…
？

　

定
額
給
付
金
の
給
付
対
象
と
な
る
人
は
、
平
成
21
年

２
月
１
日
現
在
、
倉
吉
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
と
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。

　

申
請
書
は
、
３
月
中
旬
に
、
３
月
４
日
時
点
の
住
所

地
へ
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
旧
住
所
地
に
送
ら
れ

て
い
た
り
、
あ
て
先
不
明
の
た
め
給
付
実
施
本
部
に
返

送
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
給
付
実
施

本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

倉
吉
市
で
は
、
す
で
に
定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請（
請
求
）
と

給
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

定
額
給
付
金
給
付
実
施
本
部
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
申
請
方
法
や
受
領
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
も
と
に
、
今
回
、
申
請
や
受
領
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
ス
ム
ー
ズ
に
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
も
う
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
市
定
額
給
付
金
給
付
実
施
本
部（
総
合
政
策
室
内
／
あ
２
２―

８
１
６
１
／
い
２
２―

８
１
４
４
）

定
額
給
付
金
の

ギ
モ
ン

【
お
詫
び
】　

　

定
額
給
付
金
の
申
請
手
続
き

に
あ
た
っ
て
は
、
特
設
窓
口
開

設
や
現
金
受
領（
即
日
）の
お
知

ら
せ
が
十
分
で
な
く
、
ま
た
、

特
設
窓
口
開
設
当
初
に
大
変
混

雑
し
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

定額給付金・子育て応援特別手当
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受
領
の
ポ
イ
ン
ト

 【
口
座
振
込
】

 

給
付
決
定
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す

　

口
座
へ
の
振
込
み
は
、
審
査
が

完
了
し
た
も
の
か
ら
順
に
、
毎
週

月
曜
に
行
い
ま
す（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
除
く
）。

　

振
込
み
ま
で
に
は
、申
請
書
を
受

付
後
、３
週
間
か
ら
１
か
月
か
か
り

ま
す
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
１
か
月

以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

振
込
日
が
確
定
し
た
人
に
は
、

給
付
決
定
通
知
書
に
よ
り
振
込
予

定
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 【
現
金
受
領（
後
日
）】

 

給
付
決
定
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す

　

郵
送
や
窓
口
で
の
申
請
を
受

け
、
後
日
、
現
金
で
受
領
す
る
場

合
、
審
査
が
完
了
し
た
も
の
か
ら

順
に
、
給
付
決
定
通
知
書
で
給
付

開
始
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給
付
場
所

：

市
役
所
特
設
窓
口

（
本
庁
舎
３
階
）

給
付
時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

必
要
な
も
の

給
付
決
定
通
知
書

印
鑑（
申
請
者
お
よ
び
代
理
人
受
領

の
場
合
は
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
）

本
人
確
認
書
類（
申
請
者
お
よ
び

代
理
人
受
領
の
場
合
は
代
理
人
の

書
類
も
必
要
）

委
任
状（
代
理
人
受
領
の
場
合
）

 【
現
金
受
領（
即
日
）】

 

受
付
時
間

：

平
日（
土
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

受
付
件
数

：

１
日
４
０
０
件

　　

４
月
30
日（
木
）
ま
で
、
１
日

４
０
０
人
を
目
途
に
毎
朝
、
整
理

券
を
発
行
し
受
付
を
行
い
ま
す
。

給
付
場
所

：

市
役
所
特
設
窓
口

（
本
庁
舎
３
階
）

給
付
時
間

：
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

必
要
な
も
の

申
請
書

印
鑑（
申
請
者
お
よ
び
代
理
人
受
領

の
場
合
は
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
）

本
人
確
認
書
類（
申
請
者
お
よ
び

代
理
人
受
領
の
場
合
は
代
理
人
の

書
類
も
必
要
）

※ 

特
設
窓
口
は
、４
月
中
旬
以
降
、

状
況
に
よ
り
、
受
付
の
規
模
を

縮
小
し
て
い
く
場
合
や
、
場
所

を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
変
更
し
た
場
合
は
、
庁
舎
内
表

示
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

郵
送
で
申
請
し
た
後
、
受
領
ま
で
に
住
所
を

異
動
し
た
ら
、
給
付
決
定
通
知
は
新
住
所
に

届
く
？

　

郵
送
申
請
や
現
金
受
領（
後
日
）を
希
望
さ
れ
た
場
合
、

申
請
後
に
住
所
を
異
動
す
る
と
、
給
付
決
定
通
知
書
が

旧
住
所
地
に
届
い
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

住
所
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
速
や
か
に
給
付
実
施

本
部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）
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倉吉店のみ、キャンペーン期間中にケーキをお買い
上げの方にもれなく、

いずれかをプレゼント！！

４月１日～２４日まで

受
取
方
法
を
、
申
請
し
て
か
ら
変
更
で
き
る
？

　

申
請
受
付
後
に
、
受
取
方
法
を
口
座
振
込
か
ら
現
金

受
領
に
変
更
し
た
り
、
振
込
先
の
金
融
機
関
を
変
更
す

る
こ
と
は
、
事
務
手
続
上
で
き
ま
せ
ん
。

定額給付金・子育て応援特別手当

～有料広告募集中～

【大きさ】

縦5cm×横18cm（１号広告）

縦5cm×横 9cm（２号広告）

縦5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回

定額給付金交付を装った詐欺に

ご注意ください！
　定額給付金の手続きにおいて、ＡＴＭの

操作を求める、手数料などの振込みを求め

るなどの要請はしていません。

その振込み

大丈夫！？



（5）平成 21.4

【
主
な
経
歴
】

昭
和
52
年
４
月 

鳥
取
市
立
湖
山

小
学
校
教
諭

昭
和
56
年
４
月 

東
伯
町
立
東
伯

小
学
校
教
諭

平
成
２
年
４
月 

県
教
育
委
員
会

事
務
局
中
部
教
育
事
務
所
指
導

主
事

平
成
５
年
４
月 

県
教
育
委
員
会

事
務
局
指
導
課
指
導
主
事

平
成
６
年
４
月 

県
教
育
委
員
会

事
務
局
小
中
学
校
課
指
導
主
事

平
成
８
年
12
月 

県
教
育
委
員
会

事
務
局
小
中
学
校
課
管
理
主
事

平
成
10
年
４
月 

県
教
育
委
員
会

事
務
局
中
部
教
育
事
務
所
学
事

係
長

平
成
12
年
４
月 

県
教
育
委
員
会

事
務
局
中
部
教
育
事
務
所
長

平
成
14
年
６
月 

倉
吉
市
教
育
委

員
会
教
育
長

平
成
21
年
３
月
31
日 

倉
吉
市
教

育
委
員
会
教
育
長
辞
職

倉
吉
教
育
に
携
わ
っ
て
今
思
う
こ
と
！

倉
吉
市
教
育
委
員
会
教
育
長　

福ふ
く
み
つ光 

純
じ
ゅ
ん
い
ち一

　

「
こ
の
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
は
、
素

直
な
よ
い
子
ば
か
り
で
大
好
き
で
す
」

と
新
聞
に
投
稿
さ
れ
た
お
年
寄
り
や
、

毎
朝
、
ピ
ー
ン
と
張
り
の
あ
る
声
で

交
通
安
全
を
大
人
・
住
民
に
呼
び
か
け

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
る
こ
の
ま
ち

は
、
人
の
心
の
温
も
り
を
感
じ
ま
す
。

　

打
吹
公
園
に
咲
く
桜
や
ア
ザ
レ
ア
を

は
じ
め
、
四
季
折
々
に
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
花
々
、
そ
し
て
雄
大
な
大
地
か
ら

は
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

歴
史
に
育
ま
れ
、
守
り
育
て
た
数
々

の
文
化
財
か
ら
、
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
営

み
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
さ
に
、「
人
と
自
然
と
文
化
が
つ

く
る
ま
ち
倉
吉
」で
の
６
年
９
か
月
は
、

私
の
人
生
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
は
、
人
々
が
よ
り
よ
く
生
き
て

い
く
た
め
の
生
活
や
社
会
を
作
り
上
げ

て
い
く
た
め
の
営
み
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
が
、
明
日
の
時
代
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
本
当
に
大
事
な

分
野
で
あ
り
ま
す
。
教
育
の
持
つ
み
ず

み
ず
し
さ
や
、
豊
か
さ
が
そ
こ
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
教
育
行
政
の
重
責
を
背
負
い
、

微
力
な
が
ら
も
推
進
で
き
ま
し
た
の

は
、
市
民
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
こ
れ
な
く
し
て

「
倉
吉
教
育
の
充
実
」
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

り
ま
す
。

　

自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
子
ど

も
た
ち
、
心
や
体
を
鍛
え
、
将
来
の
目

標
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
中
学
生
、
そ

の
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
る
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
取
り
組
み
、
い
つ

ま
で
も
活
動
し
、
学
び
続
け
よ
う
と
す

る
お
年
寄
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

の
方
々
の
姿
か
ら
、
元
気
や
勇
気
を
い

た
だ
き
、
そ
の
実
際
の
姿
こ
そ
、
私
に

と
っ
て
の
真
の
意
味
の「
大
き
な
支
え
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

や
り
残
し
た
仕
事
に
心
が
残
り
ま
す

が
、
倉
吉
教
育
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、
全
て
の

市
民
の
皆
様
に
、
感
謝
と
敬
意
を
捧
げ

て
、
教
育
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

平
成
21
年
３
月
吉
日

▲ 学校給食週間の会食会にて

　（１月２８日・社小学校）

　

平
成
14
年
６
月
か
ら
６
年
９
か
月
に
わ
た
り
倉
吉
市
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
福
光
純
一
さ
ん
が
、
３
月
31

日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
、「
教
育
を
考
え
る
会
」や「
学
校
一
斉
公
開
」な
ど
を
実
施
し
、
学
校
、
家
庭
お
よ
び
地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
発
達
を
図
る
施
策
の
推
進
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
幅
広
く
学
習
や
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
条
件
整
備
や
、
心
と
体
の
健
康
な
子
ど
も
が
育
つ
環
境
づ
く
り
も
進
め
、
大
き
な
成

果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

生
活
リ
ズ
ム
は
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
睡
眠
と
毎
日
の
朝

食
は
簡
単
な
こ
と
の
よ
う
で
結
構

大
変
で
す
。
で
も
、
こ
れ
を
き
ち

ん
と
や
っ
て
い
る
子
ど
も
ほ
ど
、

勉
強
も
運
動
も
よ
く
で
き
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
食
は
一
日
の
生
活
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
朝
食
を
と
る
こ
と
に
よ

り
身
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給

し
、
集
中
力
や
や
る
気
を
発
揮
し

た
り
、
体
力
を
持
続
さ
せ
る
な
ど
、

一
日
の
身
体
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
子
ど
も
た
ち
の

寝
る
時
間
が
遅
く
な
り
、
睡
眠
時

間
も
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

深
夜
の
テ
レ
ビ
や
24
時
間
営
業

の
店
な
ど
が
世
の
中
に
あ
ふ
れ
、

家
庭
に
お
い
て
も
、
大
人
の
夜
型

の
生
活
に
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
食
生
活
を
含

め
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
形
成
さ

れ
て
い
く
大
切
な
時
期
で
す
。

　

４
月
は
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
改
め
て
、
十
分
な
睡
眠
と

朝
食
を
し
っ
か
り
と
る
習
慣
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

あ22-8167／い22-1638
生涯学習課

家庭教育④


